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台風海洋混合層結合モ デ ル の 改善と台風強度予報へ の 影響

和田章義 く気象研究所台風研究部）

1．は じ め に

　　 気象研究所台風研究部 で は、台風通過時 に お ける 海面

水温低下を考慮 した台風海洋混合層モ デ ル を 開発 して き

た。台風 海洋混合層 モ デ ル に よ る 台風 強度 予 報 は、台風モ

デ ル に よる予報 と比べ 、局所的な海面水温 低下 に よ り台風

発達を抑制す る こ と は既 に 示されて い る（和 田 ・美濃 ：2001

年秋季気象学会）。 しか し岡時 に 台風海洋混合層 モ デ ル に

よ る 台 風 通 過 時 の 海 面 水 黻 低 下量 は 衛 星 観 測

　（TRMMtTM1 ）の 結果 と比 較 して 、 非常に 小さい とい う

問題点が あ っ た。そ こ で 台風通過時の 海面水温低下 か ら N

変化 を 含む 海面水温変動を海洋混合層モ デ ル で 表現する

た め に 、 和田（2002 年春季及 び 秋季海洋学会）は海洋混合

層モ デ ル の 海面過程 を改良 した。本講演 で は こ の 台風 海洋

混合層結合モ デ ル に よ り、2000 年か ら 2002 年まで の 台

風に つ い て 、台風 モ デ ル と 共 に 台風予報実験 を行 っ た 。 こ

れ らの 結果 と気象庁ベ ス トトラ ッ ク との 比 較か ら、台風強

度予報の 海洋結合 に よ る 影響を示す。

2 ．モ デル

　　使用 した 台風 モ デ ル は 2001 年 3 月か ら気象庁で 現業

運用 され て い る 台風 モ デ ル を台風 中 心 で 水平 分解 能

24km か ら 20km へ と変更 した もの で あ る（TY】M20 ）。 気象

庁現業 モ デ ル は その 後 3 次元変分法 の 導入 及 び 台風 ボー

ガ ス の改 善が な され て い る が、こ れ らの 改善 は考慮 して い

ない 。台風 海洋混合層結合モ デ ル は TYM20 に 海洋混合層

モ デ ル （Wada 　2002 ）を結合 した もの で あ る　（Couple）c

Coupleは 海面に お ける 浮カ フ ラ ッ ク ス 、風 駆動混合 の 効

果を考慮して い る 。 海洋混合層底 で の エ ン トレ イン メ ン ト

は Bender　et　al （1993）で 導 入 され た Deardor銀 1983）の 定

式 に よ り評価 して い る，，

3．台風

　　数値実験 で 対象 と な っ た 台風 は 2000 年か ら 2002 年

に 発 生 した 台風 で 、い ず れ も 12UTC を初期値 とす る もの

で あ る 。 約 100 事例計算 した 中で 、気象庁ベ ス ト トラ ッ

ク との 比較か ら T＋Oh （T は 初 期時刻）で 20km 、　 T＋24h

で IOOkm、　T＋48km で 200krn、　 T＋ 72h で 300km の 進路

誤差内に ある 台風 27 例 を抽出 した。台風 進路 予 報 にっ い

て は、TYM20 と Coupleの 結果 に 大 きな差 は な か っ た 、，

4 ．強度予報

　　 台風 強 度 に 対 す る指標 と して こ こ で は 台風中心気圧

を扱 う、，台風モ デ ル に よ る 台風強度 予報を定量 的 に 評価す

る ため に は、台風 の 初期値 を台風 ボ・一ガ ス の 手法 に よ り忠

実 に表現す る必 要が あ る。しか し気象庁ベ ス ト トラ ッ クの

台風中心 気圧 を 中心 解像度 20km の 粗 さ で 忠実 に 再現す

る こ と は 難 しい
。 従 っ て本研究 で は台風 強度の 絶対値 よ り

は むしろ、台風の 発達、維持、衰弱の 指標とな る気 圧変 化

傾向に 注 目す る。気象庁ベ ス ト トラ ッ ク、Couple、TYM20

の それ ぞれにつ い て 6時間気圧 変化傾向 を評価 し、そ の 後、

各モ デ ル の気圧変化傾向 とベ ス トトラ ッ クの 気圧 変化傾

向 と の 相 関係数 を算出 した 。こ れ ら の 相関係数 を時系列 と

して 図 に 示す、， 図 に お い て 相関が高い こ とは、ベ ス ト トラ

ッ ク とモ デ ル が 同 じ発達、維持、衰弱を示 して い る こ と を

意味す る。Coupleと TYM20 の 結果 を比較す る と
、 T＋42h

以 降で TYM20 よ りCoupleの 方が 常 に相関係数 が高 くな

っ

』
て い る 。 こ の こ とは 進路予報が 適切 で あ る とい う条件 の

下、海洋結合 に よ り積分期 間 後半 に お い て 台風中心 変化傾

向の 予 報 が改 善 され る可能性 を示唆 して い る
。

5 ．議論

　　 海洋混合層 モ デ ル を台風 モ デ ル に 結合す る こ と に よ

り、T＋42h 以 降 にお い て台 風 強度予報が改善 さ れ る 可能

性 を示 した 。 しか し
一一

方で 海面水温 低 下量 は衛星観測 ど 比

較す る と、
い くらか 改善され て は い る もの の 、過小評価の

傾向は 残 っ て い る。海 洋混合層モ デ ル 、台風モ デ ル に お い

て 考え ら れ る 原 因 を整理 す る u

m o ：海洋混合層モ デ ル にお い て は 1次元的

な乱流 混合、3次元的な湧昇 が 海面水温 低下 量 に 大 きな役

割を 果 た す。本 モ デ ル は 1次元的な乱流混合過程 に 改 善の

余地を残 して お り、風 駆動混合及びエ ン トレ イ ン メ ン トの

1
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シ ョ ン を改良す る こ と に よ り、台風通過時

の 海面 水温 低 下 を よ り良く 表現 で きる よ う に な る か も し

れ な い ，：

髄 ：気象庁台風モ デ ル は低い 中心気圧を持 つ 強い

台風 を表現で きない こ とが 知 られ て い る、、 こ の こ とは 風応

力、熱 フ ラ ッ ク ス とい っ た 海洋モ デ ル に お け る 外 力 に 直接

影響する ため、海面水温低下の 過小評価に密接 に か かわ る

もの と考えられ る 。 強い 台風 を表現で きない 原囲は、空間

解像度の 粗 さが第 1に 考え られ る が、大気海洋間の 運動量 、

熱の 交 換係数の 決定 や対流境 界層 の 物理 過 程 が 不確定 で

あ る こ と も原因の 1つ で ある 。 大気物理過程 と台風海洋相

瓦 作用の 関連に つ い て は今後 の 検討課題で あ る。
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矚 　気象庁ベ ス ト トラ ッ ク に よ る 6時 間毎の 台風 中心 気圧変 化

傾向 と各モ デ ル 〈台風海洋混 合層結 合 モ ア ル ：Co 叩 le、台風 モ デ

ル ：TYM2e ）の 台風 中心気圧 変化傾向 との 柑関係 数の 時 系 列。
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